山梨県コンクール　一部　最優秀賞
ばあちゃんのおせきはん　
甲府市立千塚小学校一年　
　高橋　幸奈　
「あまくておいしい。」
わたしは、ばあちゃんのつくったおせきはんが一ばんすきです。おたんじょうびやこどものひなどおいわいのひにおせきはんをたいてくれます。あまなっとうがいっぱいはいっていてあまくておいしいです。もちごめがもちもちして、ピンクのカーネーションのいろみたいです。おいしくていつもおかわりをします。
「パパがやまなしで、はじめておせきはんをたべたときはめっちゃびっくりした。」
とおとうさんがいっていました。おとうさんがそだったいわてけんでは、あまなっとうじゃなくてあずきがはいっているそうです。しょくべにはつかわないであずきをにたしるでピンクにするそうです。あまいおせきはんしかしらなかったから、そのはなしをきいてびっくりしました。
　いまは、ばあちゃんのおせきはんがたべられません。なぜかというと、ばあちゃんのあしやからだがふじゆうだからです。だから、レシピをおそわってつくってあげたいとおもいました。かぞくでおせきはんづくりにちょうせんしました。一かいめは、おとうさんがしょくべにをいれわすれたので、わたしは大なきしました。二かいめは、おかあさんがしょくべにのいろをうすくしてしまいました。ピンクいろがうすくてざんねんでした。
「つぎは、三どめのしょうじきでせいこうするよ。」
とおかあさんがいいました。こんどは、けいろうのひにわたしがしょくべにをいれて、せいこうさせたいとおもいます。
　ばあちゃんのおせきはんをたべるとみんながえがおになります。こんどはわたしが、ばあちゃんがえがおになるおせきはんをつくって、げんきにしてあげたいです。ばあちゃんがはやくげんきになりますように。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

